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1 国際 宇宙 ステ ー 人 
2012 年 11 月 19 日 に 帰還 し た 星 出 彰彦 宇宙 飛行 
小型 衛星 放出 実験 や メダ カ 実 験 な ど 、20 テ ー ー マ の に りみ 
船 外 活動 で は 地上 チー ム と 力 を 合わ せ 
発生 した 不 具合 に 対応 し た 。124 日 の 長期 出張 」 の 日 々 
NN ヽ 標 に つい て 話 を 聞い た 。 


INT は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


日 本 大 震 災 か 6 2 年 が た と うと し て いま す 。 
JAXA で は 、 震 災 直 後 か ら 陸 域 観 測 技術 衛星 
[だ いち 」 や 、 超 高 速 1 イ ンタ ーネット 衛星 |「 き 
ず な 」、 技術 試験 衛星 串 型 [きく 8 号 ] な どの 
人 工 衛星 を 利用 し 、 被災 地 支援 を 行っ て きま し た が 、 今 後 
予想 され る 災害 に 備え 、 新た な 取り 組み を スタ ー ト さる せま 
し た 。 日 本 医師 会 と 協力 し 、|「 き ず な 」 を 用 いた 災害 時 の 情 
報 共有 の 実証 実験 や 、[ き く 8 号 ] を 用 いた GPS 津波 計 か 
ら の デー タ 伝 送 実験 、 ま た 日 本 原子 力 研 究 開発 機構 と の 共 
同 研究 で 、 放射 線 モ ニタ リン グ の た め の 小 型 無人 航空 機 シ 
ステ ム の 開発 を 進め て いま す 。 それ ぞ れ の 関係 者 へ の 取材 
を も と に 、 JAXA の 炎 害 対策 支援 の 取り 組み に つい て ご 紹 
介し ます 。 を そし て 、 い よい は よ 今 年 度 、 陸 域 観測 技術 衛星 2 号 
(ALOS-2) が 打ち 上 げ ら れ ま す 。「 だ いち 」 で 培っ た 技術 を 

発展 きせ 、 災害 状況 の 把握 か 6 ら 地図 作成 、 資源 探査 
まで 、 幅広 い 分 野 で の 利用 に 期待 が 高まっ て 
いま す 。 「 だ いち 2 号 ] と 愛称 が 決ま っ た 
| ALOS-2」 の 大 羽 プ ロ ジェ クト マネ 
ー ジ ャ に 、「 だ いち 2 号 ] の 最新 状 
況 、 観 則 デー ーー の ユー ザ ボー、 デー 

タ の 具体 的 な 利用 方 法 に つい て 

話 を 聞き まし た 。 本 誌 裏面 に 
は 、 「 だ いち 2 号 ] の ミッ ショ ンマ 
ー ク 選定 キャ ン ペ ー ン の お 知ら 
せ も 掲載 し て いま す の で 、 皆さま 
の た くさ ん の ご 応募 お 待ち し て 
お り ま す 。 


今 号 で は 防災 に 関す る JAXA の 取り 組み を 紹介 する 記事 を 
掲載 し て いま す 。 目次 の 文 印 の ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


JAXAS 


字 宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


ONTENT 吾 


[地上 と 宇宙 の 仲間 か が 一 丸 と 
な っ て 次 の 一 手 を 考え 続け た 」 


星 出 彰彦 宇宙 飛行 土 


打ち 上 げに 向け ラス トス パー ト 
平時 か ら 災 害 時 まで 
暮らし を 見 守る ' だ いち 2 号 」 

大 沢 右 二 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 「ALOS-2」 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
山体 崩壊 の メカ ニズム を 解明 し 

防災 ・ 減 災 に つなげ ける 

村上 亮 


北海 道 大 学 大 学院 理学 研究 院 付属 地震 火山 研究 観測 セン ター 
火山 活動 研究 分 野 教授 


水稲 作付 面積 を 高 精度 に 把握 する 手法 
と し て 期待 
石塚 直樹 


( 独 ) 農 業 環境 技術 研究 所 生態 系 計測 研究 領域 主任 研究 貞 


- ギャラリー 「 し ずく 」 水 の 惑 星 


_ 岩 災後 に 活躍 し た 「 き ず な 」「 き く 8 号 」 


被災 地 医 療 や 津波 計測 に 
"使え る "衛星 で ある た め に 


石井 正三 社団 法人 日 本 医師 会 常任 理事 

寺田 幸博 上 工業 高等 専門 学校 環境 都市 デザ イン 工学 科 

中 尾 正博 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 衛星 利用 推進 セン タ 
ミッ ショ ンマ ネー ジャ (きず な ・ き く 8 号 ) 

越川 尚 清 宇 軸 利用 ミッ ショ ン 本 部 衛星 利用 推進 セン タ 
主任 開発 員 


JAEA と JAXA が 強力 タッ グ 


放射 線 モ ニタ リン グ の た め の 
小型 無人 航空 機 シ ステ ム の 開発 


鳥居 建 男 ( 独 旧 本 原子 研究 開 発 機構 福島 技術 本 部 
福島 環境 安全 セン ター 研究 主席 
眞田 幸 尚 ( 独 昌 本 原子 力 研 究 開発 機構 福島 技術 本 部 
福島 環境 安全 セン ター 主査 
穂積 弘毅 航空 プロ グラ ム グ ル ー プ 無人 航空 機 利用 技術 チー ム 
小型 無人 機 シ ステ ム セ ク ショ ン 主任 研究 員 
村岡 浩治 衣 空 プロ グラ ム グ ル ー プ 無人 航空 機 利用 技術 チー ム 
小型 無人 機 シス テム セク ショ ン セク ショ ン リ ー ダ 
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「 だ いち 2 号 」 の ミッ ショ ンマ ー ク を 選 ぼ う ! 


表紙 :「 だ いち 2 号 ] の 模型 と 大 沢 右 二 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 。 
背景 は 航空 機 搭載 合成 開 ロ レー ダ (Pi-SAR-L2) が 撮影 し た 
つく ば 市 の 画像 。「 だ いち 2 号 ] に は 、 こ の Pi-SAR-L2 と 同じ 分 
解 能 を 持つ L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALSAR-2) が 搭載 され る 。 
撮影 / 田 山 達 之 
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民 NEMH-ONvG 選 皇 区 艇 2 公証 
りこ っ が つ 7 視 押 ら 渦 取り SG 


と を 搭載 し 、ISS に 到着 し た 
アカ バ (中 央 )、 
宙 飛 行 士 が 出迎え た 
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「 し ずく 」 で は 6.9GHz-89.0GHz の 8 
つの 周波 数 帯 で . 水 の 分 子 が 放射 する 
マイ クロ 波 を 観測 し ます 。 それ ら を 巧 妙 
に 組み 合わ せる こと で 地球 上 の 水 の さ 
ま ざ ま な 表情 を 読み 取る こと が で きま 
5 画像 は 2012 年 5 月 10 月 に か は 米 
国 の 衛星 Windsat と 「 し ずく 」 で リレー 観 
測 し た 、 北 米 大 陸 の 土壌 水分 量 の 平年 
比 (平年 値 に 対し て 、 乾 いて いる か 湿っ て 
いる か を 示す ) の 推移 で す 。 広い エリ ア 
を 継続 観測 する こと で 、 食 糧 生産 予測 
に 役立て る こと が で きま す 。 


土壌 水分 平年 比 Wet Fmmamsmnmn Dry 
0% 


ギャ ラリ ー し ずく 具 / 


水 の * 或 


宇宙 か ら 見 た 「 地 球 」 は 、 そ の 名 前 と は うら は ら に 、 水 に 包ま 
れ た 惑星 で す 。 表 面 の 7 割 を 占め る 海 だ け で な く 、 氷 河 や 

雪原 が 陸地 を 覆い 、 雲 や 雨 が 刻々 と 変わ る 表情 を 作っ て 
いま す 。 気象 や 気候 の メカ ニズム を 解き 明か す 上 で 「 地 球 
上 の どこ に 、 ど ん な 形 で どれほど の 水 が 存在 する の か 」 を 
知る こと が 欠か せま せん 。 HzO^ 水 の 分 子 が 放射 する 微 
弱 な マイ クロ 波 を 宇宙 で キャ ッ チ する こと で それ を 測る の 
が 第 一 期 水循環 変動 観測 衛星 「 し ずく 」 の 役割 で す 。 
2012 年 5 月 の 打ち 上 げ 以 来 、 順 調 に 運用 が 続け られ て き 
た 「 し ずく 」 の 観測 デー タ か ら 、 地 球 の 今 を 伝え る 画像 を ご 
紹介 し ます 。 
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北海 道 に 押し 寄せ る 流水 を 「 し ずく ] が 
捉え まし た 。 オホーツク 海 沿岸 を 舐め 
る よう に サハ リン か ら 垂 れ 下 が る 赤い 舌 
が 、 流水 を 表す 「 海 氷 密接 度 ] の 高い エ 
リア で す 。 今 シ ー ズ ン の 初 接岸 は 2013 
年 1 月 17 日 ( 右 画像 )。 雲 に 覆 わ れ て い 
る こと も 多い この 海域 で すか 、 観測 に 
使う マイ クロ 波 は 雲 を 透過 する の で 、 天 
候 に 左右 され ず 広 い 範囲 の 観測 が 可 
能 で す 。 ウェ ブサ イト 「 オ ホー ツク 海 の 
海水 分 布 ペ ー ジ (http://sharaku.eorc. 
jaxaJp/Cgi-bin/adeos2/seaice/SealCe. 
cgi?lang=j&mode=large) で 毎日 の デー 
タ を 公開 し て お り 、 流 水 観光 に も 役立て 
られ て いま す 。( 左 画像 は 初 接岸 の 1 週 
間 前 、 1 月 10 日 の 画像) 


ぶ | を ビレ | マ 党 恒 
己 受 貴 本 er 沈 部 


南極 の 海水 に は 、 動 か な い 厚 い 「 定 着 
氷 ] と 、 風 や 海流 で 移動 する 「 流 氷 ] が あ 
り ま す 。 南極 域 で の 航行 に は 、 刻 々 と 変 
わる 海上 の 様子 を リア ル タ イ ム で 捉え る 
「 し ずく 」 の デー タ が 役立ち ます 。 2012 
年 12 月 か ら 、 昭 和 基 地 へ 向かう 観測 船 
「 し ら せ ] や 、 南 極 域 の 海洋 調査 を 行う 
[海鷹 丸 」 に 、| し ずく 」] が 捉え た 南極 の 海 
氷 デー タ を 提供 する 体制 が 整い まし た 。 
貼 和 基地 へ の 物資 輸送 は 「 しらせ] の 重 
要 な ミッ ショ ン で す 。 12 月 19 日 に 生野 
菜 や フル ー ツ 、 家族 か ら 越 冬 隊員 へ の 手 
紙 を 載せ た へ ヘリコプター の 第 1 便 が 昭和 
基地 に 到着 し 輸送 ミッ ショ ン が 開始 さ 
れ ま し た 。 し か し 「 し ら せ ] は 厚い 定着 水 
に 阻ま れ 昭 和 基 地 へ の 接岸 断念 を 決定 
(2013 年 1 月 10 日 )、 基 地 北 西 18km の 
地点 か ら ヘ リコ プター で 物資 輸送 が 行 
われ まし た 。 物資 輸送 後 の 「 しらせ] の 
海洋 観測 と 航海 に お いて も 「 し ずく 」 の 
デー タ が 役立て られ て いま す 。 


「 し ずく ] は 高度 約 700km の 軌道 上 か 
ら 約 1.450km 幅 で 観測 を 行い 、 地 球 表 
面 の 99% の 範囲 を わずか 2 日 間 で カバ 
ー す る た め 、 大 洋 を まる ご と 捉え る こと 
が で きま す 。 左 の 画像 は 、 海 上 の 風速 
を 示す 1 日 分 の デー タ を 画像 化し た も 
の (黒い 部 分 は 観測 の 隙間 ) で 、 関 東 に 
大 雪 を 降ら せ た (2013 年 1 月 17 日 ) 強 
い 低 気圧 が 日 本 の 東海 上 に 映っ て いま 
す 。 右 の 画像 は 海面 温度 の 3 日 平均 を 
画像 化し た も の 。 太平 洋 赤道 域 の 東部 
か ら 西 部 に か け 冷 た い 流 れ を 見 る こと 
が で きま す 。 異常 気象 を も た ら す と され 
る エル 三 一 三 ョ プラ ニー 三 ャ の 判定 の 
た め 、「 し ずく 」 に よっ て 広い 範囲 の 継続 
的 な 観測 が 行わ れ て いま す 。 
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# 


鳥居 建 男 研究 主席 ( 左 か 52 人 目 ) 


所 
国 


Mo) 


相模 原 の 中 小 企業 と 宇宙 を 結ぶ 取り 組み 


「 宇 宙 基 本 計画 ] に は 航空 宇宙 産業 を 日 本 の 基幹 産 
業 に 育て る と いう 戦略 が 示さ れ て いま す が 、 こ れ を 実 
現す る た め の 小 さ な 取 り 組 み が 相 模 原 か ら 始 まっ て 
いま す 。 

宇宙 開発 と いう と ロケ ッ ト や 人 工 衛星 な どの 特殊 で 
大 型 で 複雑 な シス テム を 想像 し 、 中 小 企業 の 新規 参入 
は 容易 で は な いと いう 印象 が あり ます 。 それ は 間違い 
で は あり ませ ん が 、 複 雑 だ と いう こと は それ だ け 多 く 
の 技術 が 必要 だ と いう こと で す 。 また 、 萌 芽 的 ・ 基 礎 
的 な 研究 開発 で は 小 規模 な 試作 の 機会 る 豊富 で す 。 こ 
の よう な 試作 を 、 付 き 合い の ある 特定 の 企業 だ け で は 
な く 、 高 い 技術 水準 を 持つ 中 小 企業 を 発掘 し て 発注 す 
る こと が で きれ ば 、 JAXA に と っ て は 調達 経路 の 多様 
さ の 確保 に つなが り 、 企 業 に と っ て も 宇宙 航空 産業 へ 
の 参入 の 門戸 が 開か れ ま す 。 

JAXA の 中 で も 宇宙 科学 研究 所 は 大 学 同様 に 研究 
室 で の 小 規模 な 試作 ・ 開 発 が 特 に 盛ん で すか ら 、 中 小 
企業 と の 連携 を 進め や すい 状況 に あり 、 品 質 と 価格 と 
納期 で 折り 合い が つけ ば 、 地 元 の 中 小 企業 が 新規 参入 
する 余地 も 多分 に あり ます 。 

その た め に は 、 企 業 と JAXA の 研究 者 と の 出会い の 
機会 を 用 意 し て 、 研 究 開発 現場 で の ニー ズ を 企業 側 に 
知っ て いた だ く 必 要 が あり ます 。 その よう な 機会 を 
JAXA が 独自 に アレ ンジ する の で 重要 で す が 、 呼 び か 
ける チャ ン ネ ル が 限ら れ ま す 。 手 っ 取り 早い の は 既存 
の 産業 活性 化 の 枠組 み を 利用 する こと で す 。 そこ で 、 
産業 交流 展 の 相模 原市 ブー ス の 中 に JAXA コ ー ナ ー 
を ご 用 意 い た だ き 、 宇 宙 航 空 産業 の 町 と し て の イメ ー 
ジ 作 り を お 手伝い する と と も に 、 企 業 と の 出会い の 場 
の 創出 に 努め て きま し た 。 


「 南 西 フ ォ ー ラ ム 」 と 連携 し 
宇宙 産業 を PR 


も う 1 つ の 取り 組み が 、「 南西 フォ ー ラ ム (首都 圏 南 
西 地域 産業 活性 化 フ ォ ー ラ ム )」 の 活用 で す 。 これ は 、 相 
模 原市 や 町 田 市 を 中 心 に 、 八 王子 市 、 大 和 市 、 座 間 市 、 海 
老 名 市 、 厚 木 市 な ど を 含め た 首都 圏 南西 地域 の 産学 連 
携 ・ 企 業 連 携 に よる 新 ビ ジネス の 創出 や 技術 の 高度 化 
を 目指 し た 交流 会 で 、2004 年 6 月 か ら 活 動 し て いま す 。 


2011 年 10 月 に 行わ れ た 航空 宇宙 産業 展 で の 相模 原市 ブー ス 


フォ ー ラ ム 自 体 は 年 3 回 開催 され 、 過 去 に も JAXA 
の 久保 田 孝 教授 や 東大 阪 宇宙 開発 協同 組合 の 竹内 修 
氏 ら が 話題 提供 し て いま す 。 12 年 9 月 5 日 に 開催 され 
た 第 23 回 南西 フォ ー ラ ム で は 、「『 は や ぶさ 」 の ふる さ 
と ・ 南 西 地域 で 、 宇 宙 産 業 へ の ビジ ネス 参入 を 考え る 」 
と いう テー マ で 、 JAXA の 野中 有 聡 准 教授 に よる 「 再 使 
用 ロケ ッ ト の 研究 と 研究 現場 で の ニー ズ に つい て 」 と 
いう 講演 や 、 NEC 東 芝 ス ペー スシ ステ ム (株 ) の 品質 
保証 部 の 岡本 公 一 氏 に よる 「 宇 宙 の も の づく り と 信頼 
性 品質 保証 ] と いう 講演 が あり まし た 。 


「 モ ノ づ くり 企業 の た め の 
宇宙 科学 研究 会 ] 発 足 

これ を 一 過 性 の も の で な く 定 着 さ せる た め に は 、 お 
互い の 顔 が よく 見 える よう に な る まで この よう な 取り 
組み を 持続 的 か つ 系 統 的 に 行う こと が 大 切 で す 。 そこ 
で 、 問 題 意 識 を 持っ た 企業 を 対象 と し た 「 モ ノ づ くり 
企業 の た め の 宇 宙 科 学研 究 会 ] を 分 科 会 と し て 組織 
し 、 テ ー マ を 変え な が ら 年 数 回 開催 し て いま す 。 

第 1 回 の 分 科 会 は 12 年 11 月 29 日 に 相模 原市 産業 会 
館 で 行わ れ 、 JAXA の 大 山 聖 准 教授 が | 火星 飛行 機 の 
研究 と 研究 現場 で の ニー ズ に つい て 」 と いう テー マ で 
講演 。 約 60 名 の 参加 者 を 迎え て 活発 な 意見 交換 が 行 
われ まし た 。 第 2 回 は 2013 年 1 月 22 日 で 、 JAXA の 丸 
祐介 助教 と 清水 成人 開発 員 が 、 宇 宙 科 学 の 小 規模 実験 
に お ける 電気 系 と 機械 系 の 連携 事例 を 紹介 し まし た 。 
第 3 回 は 伸展 構造 を テー マ に 取り 上 げ よ うと 準備 を 進 
め て いる と ころ で す 。 


産業 連携 の うねり を 相模 原 か ら 全国 へ 


この よう な 目 に 見 える 活動 は 新聞 な ど に も 取り 上 
げ ら れ 、 よ り 多 く の 関 係 者 の 目 に 触れ る よう に な り ま 
し た 。 すでに 神奈 川 県 の 商工 労作 局 と の 連携 も 始ま っ 
て いま す 。 いき な り ト ッ プ ダウ ン で 全体 を 動か す の で 
は な く 、 ま ず は 機動 力 の ある 相模 原 を 拠点 と し て 試験 
的 に この よう な 交流 を 始め 、 軌 道 に 乗っ た と ころ で 
JAXA 産 業 連 携 セ ンタ ー に も 入っ て も らい 、 JAXA 全 
体 の 活動 へ と 広げ て いこ うと し て いま す 。JAXA 内 の 
ー 部 門 で の 地域 と の 取り 組み を 通じ て 、 全 国 的 な う ね 
り を 生み 出す こと を 目指 し ます 。 そし て この 記事 その 
も の も 、 そ の よう な 取り 組み の 1 つ な の で す 。 
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[KN に 5 か の て AN ンコ ーー つい 過 >) 
ぱー 


馴 社長 の 藤代 厳 さ ん ( 諾 ) 
と 、 共同 創業 者 で 取締 役 の 
1 程 島 文夫 さん 回 海外 で の 展 
。 ホ 会 の 様子 回 SpaceWire 
の イン ター フェ イス を 備え た 評 
価 用 コン ピュ ー タ ー「Space 
Cube」 (左下 )、SpaceWire 
の 信号 を イー サ ネ ッ ト に 変換 
する 「SpaceWire to Gigabit 
Ether」 ( 右 下 )、 波 形 の 検査 
を 行う 機器 ( 奥 ) 回 Space 
Wire を 本 格 的 に 採用 し た 初 
め て の 大 型 衛星 と し て 注目 
が 集まる 「ASTRO-H] 


性 還 念 アス ロコ ET 
INFORIMIATION 


A 人 久 A 


1 2 人 2 ま 間 WE 人 間 日 利き 1 
シン マ ヾ 0 こ ヽ ' て く 、 
と 、 の 2 火炎 的 実 壮 呈 る 
- ) 1 月 23 日 か ら 25 日 に か け 、 相 普 原 方 々 を 対象 に し た [月 ・ 惑 時 探査 本 ょ 通し の 間 諾 し 時 引 4 超 邊 昌 医 守 た 
り 楽 長 半 行 の 有人 る の > 和議 上 - キャン パス で 「SELENE シ ン ポ ジ 講座 ] が 開催 され 、 日 本 人 と 月 と も 1 信 が 。 状 の 療 て を 秋 介 書林 夫 な 9 
A 導 か は の 村人 島国 | 月 第 Bs ウム 2013」 が 開催 きれ まし た 。 月 の 関わ りや 、 世 界 の 月 ・ 下 星 探 査 会 えッ 壇 当 要 や 介 務 地 回 活 活 年 師 公証 を ・ 
人 々 和 半音 欄 四 生肉 2 半 本 科学 や 月 探査 技術 は 、 JAXA の 計画 に 関す る 講演 な ど が 行わ れ ま 1 8 よ 角 と 衣 虹 の 肖 を 家 史 カタ 85 会 宇 用 
但 を ] 導 せ 央 遇 人 な スィ ント 09@5 月 周回 衛星 「 か ぐ や ] な ど を 含む し た 。| 極 限 の 最前 線 で 切り 開く A を 痢 能 な で 所 圧 に 締 衝 の ま 1 災 1 で ぶ 夫 
全 1 六 半 参 坪 わ ス { か が 8 の ) 雷 8 探査 機 の 観測 成 果 に より 大 きく 前 月 の サイ エン スー な ぜ 人 は 行か な を す 用 合 9 情 を 動 お 粘 す 向 を 二 表 る と 験 > 
加 て A ン 夷 テ 用 遇 リ の 夷 回 開 < 進 し て いま す 。 シンポジウム で は けれ ば な ら な いか 一] と 題し た パ そ 際 に ま 本 あの 向 て 5 8 上 人 第 A 敵 (に 7 
人 有吉 + | 人 「 月 の 海 の 形成 ]「 内 部 構造 」 極 域 ] ネル ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 月 探 の 
活 是 け の 1 有 シ た あ 人 の RE 人 持 な ど さ ま ざま な 分 野 で の 最新 研究 査 の 成果 や 今後 の ミッ ショ ン に つ 努 い 実 で 段 ト の ぇ 今 ン 避 た う や は #% 関 欠 
析 名 普 マ 全う 前 0 れる 介 ジ 又 重 成果 が 発表 あきれ まし た 。 ま た 25 いて 活発 な 意見 が 交 さ れ ま し た 。 の 馬入 の 条 半 上 骨 の 人 ま ユ ン 介 。 3 
意 が 笛 満 い 宙 林 ギ 1 た 抽 の 。 産 日 に は 相模 原市 立 博物 館 で 一 般 の ぃ 効 験 今立 に 認 く 二 レ の 会 0 の 医 
見 行 産 次 後 飛 部 は 3 彩 ま ン AA 業 き な を 後 を よ 識 の 定 | 情 壌 ォ に 1 
光 | ま 支 重 目 る の 被 は シ 報 や へ 大 2 療 
間 ン 5 : すす 委ね 両 指 作 下 災 そ っ な で 乱 年 慰 
まく 旧作 1 人 ブウ 4 を Ws 定 壇 
い J の き て に て ン 団 テ A が !) < ゃ を 規 協 純 の イ 支 果 在 共 地 ず 発 26 3 
に A 関 ま J 述 い ポ 体 イ X 行 94 -  。 還 還 行 模 力 結 情 ン 援 な 1 有 の な 生日 を 援 
だ X 心 すべ る ジ を ン A わ | で ロコ ー- 一 ぇ 炎 し し 報 タ 々 し ど ょ す カ ヒレ し を 
け A が ,.CX る 方 ウ 幕 グ で れ へ 協定 署名 式 で 提 手 を 交わ す 日 本 医師 会 の る 害 合 た 共 | た を 下る ル ん を た 札 9 
れ へ 高 皆 A こ 1 ム 集 を は ま 横倉 義 武 会 長 ( 左 ) と JAXA の 立川 敬二 理 よ に つも ネ い 踏 エ デ テ 介 と 蛋 1 
内 
まき ご すま ら が 1 は て 堆 』 た 導 テ 事 長 ( 右 ) うお て の 手 ッ と まく ふ モ や し い 市 重用 
で 明る 時 早く が 内 と て X 俊 INF ロ RMIATIOIN 性 (に 
4 品 、 な 和 
す や 後 宙 見 い ^ ご りす い A の M - ク =ー っ 
ココ ド 昌和 を を 管 い で を る の 赤外線 天文 衛星 あか り , に よる お 
メ わ 空 出れ 見 出 講 だ ウ の ュー、 / ミ け 
者 大 マゼラン 雲 の 赤外線 大 体 カ タロ グ を 公開 る 
問い 合わ せ 先 : っ ェ = 


_「 あ か り 」 は 、2006 年 2 月 に 打ち 上 た 。 今 回 公開 し た 「 点 光源 カタ ロ 

_ げ ら れ た 日 本 初 の 赤外線 天文 衛星 グ ] は 、 大 マゼラン 雲 の カ タロ グ と 
で す 。 全 天 を くま な く 観 測 す る 「 全 し て は 最大 規模 の も の で 、「 ス ペク 
天 サ ー ベ イ 」 と 並行 し て 、 い くつ か 。 トル カタ ログ ] は 世界 で 初め て の 
の 領域 を 集中 的 に 観測 する 「 指 向 デー タ で す 。 こ れ ら は 、 大 マゼラン 
観測 サー ベイ 」 も 行い まし た 。 そ の 雲 中 の 天体 を 正確 に 分 類 し 、 生 ま 
1 つ 、 大 マゼラン 雲 の 近 ・ 中 間 赤 外 れ た ば か り の 星 や 、 進 化し た 星 の 
線 サ ー ベ イ に 基づい て 作成 し た 、 研究 を 大 きく 推進 きせ る 重要 な デ 
大 マゼラン 雲 の 赤外線 天体 の カタ 一 卵 と な り ま す 。 


宇宙 航空 研究 開発 機構 広報 部 タウ ン ミ ー テ ィング 担当 
TEL:03-6266-6400 


大 阪 大 学 の 佐伯 和 人 准 教 授 に よる 「 か ぐ や 」 の 成果 解説 。JAXA's046 号 に 「 か ぐ や ] が 明らか 
こし た 月 の 起源 と 進化 に つい て の 佐伯 准 教授 の 記事 が 掲載 され て いま す の で 併せ て ご 覧 くだ さい 


Se 


「 あ か り ] 近 ・ 中 間 赤 外線 カメ ラ 
に よる 大 マゼラン 雲 サ ー ベ イ 領 
域 全体 の 画像 。3、 7、 15 マイ ク 
ロメ ー ト ル で 得 ら れ た デー タ を そ 
れ ぞ れ 青 、 緑 、 赤 に 割り 当て て 疑 
似 カ ラー 画像 を 合成 し て いる 。 左 
下 の 明 る い 部 分 が 現在 活発 に 


星 出 宇宙 飛行 士 
| 秋田 と 郡山 で ミッ ショ ン 報 告 


多く の 出席 者 で に ぎわ う タ ウン ミー ティ ング 会 場 


9% 


嗣 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 。.()49 


発行 企画 借 JAXA (宇宙 航空 研究 開発 機構) 
編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 人 Better Days 

印刷 製本 代 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 


2013 年 3 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 枯 宮 
副 委 員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 候 


。2012 年 の 7 月 17 日 か ら 約 4 カ月 間 長 
_ 期 滞在 ミッ ショ ン を 行っ た 星 出 宇宙 


飛行 士 が 、 帰 還 後 初め て 帰国 し 、2 
月 16 日 と 17 日 に 秋田 県 秋田 市 、 福 
島 県 郡山 市 で ミッ ショ ン 報 告 を 行い 
まし た 。 星 出 宇 宙 飛 行 士 は 映像 を 
交え ながら 説 明 し 、 参 加 者 は 熱心 に 
聞き 入っ て いま し た 。 会 場 か ら の 質 
問 で は 、| 宇宙 で は 酔い ます か ?」[ 帰 


還 後 の 体 の 変化 は ?」 な ど 、 体 調 や 


体 の 変化 に 関す る 質問 が 多く 挙がり 
まし た 。 最 後に 星 出 宇 宙 飛 行 士 か 
ら の 、「 夢 は あき ら め て し まえ ば 実 
現し な い 。 私 も 宇宙 飛行 士 試 験 を 2 
回 失敗 し 、3 回 目 で 宇宙 飛行 士 に な 
れ ま し た 。 皆 さん も 壁 に ぶち 当たる 
か も し れ な い が 、 も う 一 歩 踏み 出し 
て みて くだ さい 。 あ きら め な いで 頑 
張っ て 夢 を 実現 し て くだ さい 」 と の 
メッ セー ジ で 締め くく られ まし た 。 


秋田 会 場 で の ミッ ショ ン 報 告 の 様子 


郡山 会 場 で 小学 生 と 触れ 合う 星 出 飛 行 士 


ログ を 全 世 界 に 向け て 公開 し まし 


業 発 ラ ※ いで と な 側 れ で 2 る に 線 ら 示 て 宇 が 成 た 由 の ぶ と り 和 寺 宇 シン ま 
224 に た に $ に つう で の の 0W あ 手 れ 校 も 笛 突 分 が 米 大 〇 屋 2 地 昌 スト 
が 本 ィ ル 宇 - よ て エエ 超 約 044 る 笛 て は 線 き の 。 す 部 < 子 ろ ゥ っ か ぅ た 
四 放 9 み 還 』 る サル 久作 と 上 証 りあ 自 の 正 る 分 し 核 を 大 互 月 - 
佐多 リグ 線 9 放 罰 ん 昨年 年 い C 和 剖 ま り 料 大 め が 近 の は て の は 会 地 信 こ 
半生 し) 香 中 令 間 の 2 4 仁 そ ま 入部 ら 相 品 は 1 自ら 分 玉 日 発 
き 関 人 線 で 久 の 衣 新 9 ー、 に 

29 ま の 年 性 フ に 維 沖 つ 3 ナ で た 由 を ま 昌 別 な 河 災 を と 90 や 発見 
遇 なみ の る イッ い 刷 開 旬 と / た が 生 占 し 残 ょ か 素 電 合 まめ っ 時 は 
し 島 ン 遠 巡 中 クィ イア 苔 組 は や 。 成 め た 骸 っ と 二 原 は に 米 
に 大 の 鏡 結 ヽ ト 県 計 く に 
17 上 ト リッ 仁和 まるく て を 8 すそ る 敵 
諾 か 褒 子 カ タ ら し ふる < 征 れ 陽 坦 あ え を 崖 二 吉 核 子 宇 載 
) 日 さら 付 が 急 低 を 2 鍼 座 た 元 的 て 子 球 る 宇 6 新 " 陽 稀 る 生計 品 
% カ 本 れ 百 け 崩 激 エ 解 0 骸 の さ ミ な い 成 に と 箇 れ 量 一 考 以 委 串 其 
AG み ま 余る 壊 に ネ 析 1 に 方 座 証 2 分 降 い 線 て の 次 成 9 英和 き 三 
まき 229 た トド と る お を い 年 に に カ タク は と ちら ま 2 埋 き 全曲 も 陽光 光 し イオ 
赤 そ る や と 導 - 方 ン は いつ 注 こ 電 電 が 次 た 
年 衣 う つが こく 〈 く | ず ま て あぁ 向 マ 得 う いで と 子 し に 線 呼子 へ 宇 た ェ 


左 : 超 新星 残骸 IC 443。 マゼンタ が フェ ルミ ・ ガ ンマ 線 宇宙 望遠 鏡 で 得 ら れ た 
ガン マ 線 画像 。 黄色 が 可視 光 。 青 、 水色 、 緑 、 赤 は 赤外線 で 得 ら れ て いる 画 
像 (NASA/DOE/Fermi LAT Collaboration, Tom Bash and John Fox/ 
Adam Block/NOAO/AURA/NSF, JPL-Caltech/UCLA) 

右 : 超 新星 残骸 W44 の 画像 。 マゼンタ が ガン マ 線 画像 。 黄色 、 赤 、 青 は そ 
れ ぞ れ 、 電波 、 赤外線 、 X 線 で 得 ら れ て いる 画像 (NASA/DOE/Fermi LAT 
Collaboration, NRAO/AUI, JPL-Caltech, ROSAT) 


星 形成 活動 を 行っ て いる 領域 
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「 だ いち 2 号 」 の 96 
ミッ ショ ンマ ー ク を 選 ぼ うつ! 


013 年 度 に 打ち 上 げ を 予定 し て いる 陸 域 観測 技術 衛星 
2 号 「ALOS-2」 の 愛称 が 「 だ いち 2 号 ] に 決定 し まし た 。 

「 だ いち 2 号 ] は 、11 年 5 月 に 目標 寿命 の 5 年 を 超え た 観測 
を 通じ 、 多 く の 成 果 を 挙げ た 「 だ いち 」 の 後継 で す 。 

「 だ いち 2 号 ] は 、「 だ いち 」] の L バ ンド 合成 開 品 レー ダ 
(PALSAR) に 対し て 、 よ り 詳 細 な 観測 と 広域 の 観測 の 両立 
が で きる L バ ンド 合成 開 ロ レー ダ (PALSAR-2) と な っ て い 
ます 。 夜 で も 、 曇 り で も 、 雨 で も 影響 を 受け ず 、 詳細 に 観測 
で きる た め 、 災 害 監 視 、 森 林 観 測 と いっ た 幅広 い 分 野 で 利用 
され 、 私 た ちの 暮らし に 貢献 し て いき ます 。 

多く の 方 々 に 「 だ いち 2 号 ] に 興味 を も っ て いた だ き 、 応 
援 し て いた だ く た め 、 こ の た び ミ ッ シ ョ ンマ ー ク 選定 キャ ン 
ペー ン を 開催 いた し ます 。 皆 さま の た くさ ん の ご 参加 を お 待 
ち し て いま す 。 


ンー「JAXA'S」 配送 サー ビス を ご 利用 くだ さい 。 - ゝ 、 
」 ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'S を i 
, 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 愛す 
! る 実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳 し い は 下 

1 記 ウ ェ ブ サイ ト を ご 覧 くだ きい 。 

1 < ・ 
」 http://wwwjaxasJp/ 
1 

1 

『 

1 

1 

1 


1 
( 
お 問い 合わ せ 先 i 
1 


財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 * 調 査 事業 部 
「JAXA's] 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 
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